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特徴

① 連続繊維を吹付けられる緑化基盤内に3次元的にランダムに混入するジオテキスタ

イル技術を用い、その基盤自体に耐侵食性を持たせ、また急斜面への吹付け及び厚層

の吹付けを可能にした。

② 従来工法では非常に困難とされていた粘性土を団粒化させ、植生により適した状態

にして法面に吹付け得る。

③ 緑化基盤の保護のために、セメン卜や接着剤などの植生に有害とされる成分の混入

をさけ、土壌の団粒構造と連続繊維の効果的な混入・組み合わせにより緑化基盤の保

護を行う。

④ 吹付基盤自体の耐侵食性を高めることにより、草本類の成立期待本数を低減させる

ことができ、これににより発芽・生育の遅い木本類の計画的導入が可能となり播種に

よる初期からの樹林化を達成し得る。さらに団粒構造を有する緑化基盤は多くの空隙

を持ち、水分・肥料分を保持し得、木本類の発芽・生育を助成している。

⑤ 緑化の施工をシステム化することによりその施工能力を向上させ、さらに施工にお

ける安全性を向上させた。
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